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産業と革新の基盤をつくろう 
レジリエントなインフラ構築、包括的かつ持

続可能な産業化の促進、及びイノベーション

の推進を図る 
 

 

 

 

 

この目標は、レジリエントなインフラを構築し、持続可能な産業化を促進し、イ

ノベーションを推進するニーズに関連している。 

 

経済成長、社会開発、気候変動に対する活動は、インフラへの投資、持続可能な

産業開発、技術の進歩に大きく依存している。世界の経済状況の急速な変化や不

平等の増大に直面している今、持続的な成長の恩恵をすべての人々が受けられ

る機会を与え、そこにイノベーションとレジリエントなインフラによって支え

られる産業化が含まれねばならない。1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  
目標 9 に関する詳細は、以下を参照されたい。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/infrastructure-industrialization/  
 
1 国連報告書 WHY IT MATTERS – INDUSTRY, INNOVATION AND INFRASTRUCTURE
からの抽出 
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SDG#９の建築ガイド 

  

建築環境で、産業と革新の基盤をつくろう         

 

 

建設産業は大量の廃棄物を生み、膨大な量の天然資源やエネルギーを消費する。 

 

建築環境における持続可能性を前進させるためには、現在のやり方から進んだ生産・組み立

て方法に向けて、産業と産業インフラの開発が必要である。我々は産業、そのサービス、製

品、輸送システムを、汚染が少なく、必要なエネルギーを減らし、生み出す廃棄物を削減し、

現在の基準より安全で健康な答えを開発しなければならない。 

 

建設産業は元来敷地の特徴に従うものであり、地域の産業を利用することを狙い、全ての国

で持続可能な製品を地域で開発すべきである。このことは、産業が地域の材料や資源を使う

ことにもっと努力することを含めて、より持続可能な通商と共存を促進するために、物理的

かつ情報的なインフラを開発することを必要とする。進歩した産業があるところでは、その

焦点は現在の基準を改善し、持続可能性のレベルを上げるような製品の開発にあり、それは

例えば生産過程における廃棄物ゼロから、ライフサイクルにおける廃棄物ゼロの見方へ重

点を移すことである。そのためには、建設産業の全てのレベルで新たな能力を訓練・開発し、

新たな道具、プロセス、答えの可能性をテストするための研究とプロトタイプが必要となる。

その成果としての産業界におけるイノベーションは、文化的、気候的に見た敷地独特な持続

可能性に対するインパクトの観点から、継続的に評価されねばならない。 
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事例9-1 Soft Cells by Kvadrat（デンマーク） 

 

 

取組課題 

快適な環境は建築とその材質に左右され、それがいかに我々の五感に影響を与えるか

にかかっている。しかしながら、固い表面を持つ建築材料は、常に聴覚に心地よいわけ

ではなく、その場合は室内環境に音響的な処置が求められる。産業的スケールで持続可

能な建築要素を創り出すためには、生産、解体、生分解性の全体的繋がりを考慮に入れ

なければならない。 

 

事例の貢献概要 

「ソフト・セル」は、音響壁面・天井パネルシステムで、ガラスやコンクリートのような固

い表面で構成された近代建築において、吸音し快適な音響環境を創り出す。このパネルは形

状や色彩を自由に作ることができ、様々なデザインに合わせることができる。特許を得た繊

維張力のメカニズムのおかげで、湿度や温度に対する耐久性もある。パネルは二層のぴんと

張った繊維と音響パッドで構成され、低、中間周波数域の音を吸収する。このモジュール化

されたデザインのおかげで、他のセッティングに簡単に再利用でき、目に見える前面の繊維

板は張り替えることによって、寿命を延ばして使うことができる。 

 

このパネルは解体できるようにデザインされており、殆どの部材や材料は簡単にリサイク

ルも流れに入れることができる。主要な部材である押し出し材のフレームは、大量のリサイ

クル材で生産され、必要な大きさに切断された後、製造工程からの廃材もリサイクルされる。 

 

現在の重点はリユースとリサイクルの両方によって、繊維質の廃棄物を削減することにあ

り、ソフト・セルはリアリィ社という繊維ファイバーを建設用板材と音響用製品用に再利用

する会社と密接に協働し、閉じた材料ループを開発している。 

 

 

出典／チーム 

Soft Cells by Kradrat 
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事例9-2 Plastic: recycled and hand-crafted 

 

 

取組課題 

1950年以来、およそ90億㌧のプラスチックが生産された。その内、ほぼ70億㌧が廃棄

物となっている。そして、廃棄プラスチックの10％以下しかリサイクルされていない。

プラスチックが完全に生分解されるまでどの位の年月がかかるかは確実には誰にも分

かっていないが、推定では450年から無限までの幅がある。 

 

事例の貢献概要 

Smile Plastics社は、アートと技術を用いてリサイクルに隠された力を顕在化し、スクラッ

プの持つ意外な美に対して目を開かせる、イノベーションによって人々の廃棄物に関する

認識を変えることをミッションとする、材料のデザインと生産企業である。そうすることに

よって、彼らはより多くの人々に持続可能性とリサイクルに関して喚起することを目指し

ている。 

 

Smile Plastic社の製品の種類の重点は、非常に類似した機能を持ちながら、元の材料の成分

に応じた多様な視覚的表現を持つ幅広いレンジにある。全ての材料は手作りで、100％リサ

イクルおよびアップサイクルできる無害なプラスチックからできている。この材料はイン

テリアの仕上げから外壁の被覆材にいたるまで、幅広く応用できる。 

 

Smile Plastics社は、ヨーグルト容器、プラスティックボトル、食品トレイなどのような廃

棄物資源から作られた通常のレンジの材料を提供し、しかしクライアントとともに完全に

注文に従った材料を作り出し、またほんの僅かな例にすぎないが、海のプラスチック、冷蔵

庫のプラスチック、廃電気・電子製品（WEEE）、植栽ポット、コーヒーの出し殻などを用

いた実験的な作業にも力を入れている。実際は、デザイナーは頻繁に異なる廃棄物の流れを

一つの材料に混ぜ合わせる。大部分の時間は廃棄物の流れの混合は同じ類型のプラスチッ

クによるものだが、彼らはコーヒーの出し殻のような異なる類型の材料とプラスチックを

混ぜる手法も発見した。 

 

一つの新たな材料を開発するには数ヶ月かかり、時には遙かに長い時間が必要である。 

 

出典／チーム 

Smile Plastics, Adam Fairweather and Rosalie McMillan 

Architecture: 

Clifton Park project by Marsh Grochowski Architects 
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人や国の不平等をなくそう 
各国内及び各国間の不平等を是正する 
 

 

 

 

 

 

所得、性、年齢、傷害、性的嗜好、民族、階層、民俗、宗教、機会の差に基づく

不平等は、国の内外間を問わず、世界中で存続し続けている。こうした格差は、

長期に亘る社会的、経済的発展を脅かし、貧困の撲滅を妨げ、人々の満足感や自

尊心を損なう。そして、犯罪や病気や環境劣化を引き起こす恐れがある。 

 

そして、最も重要なのは、人々が機会、サービス、より良い生活をするチャンス

から疎外されている限り、持続可能な発展を達成できず、この地球を万人のため

により良くできないということである。したがって、国の内外間で格差を是正す

ることは、キーとなる課題である。1  

                                                  
目標 10 に関する詳細は、以下を参照されたい。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/inequality/  
 
1 国連報告書 WHY IT MATTERS – REDUCED INEQUALITY からの抽出 
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SDG#10の建築ガイド 

 

建築環境で、人と国の不平等をなくそう              

 

建築環境は、格差を増大、強化するものとしての役割を演じてしまうことがある。 

 

障害者は、階段、段差、その他のデザイン要素が原因で、道路や交通システムや施設に近づ

けなくなることもあり得るので、自宅に引きこもるか、仕事に就けないリスクを抱えている。

宗教的、民族的マイノリティ、LGBT+、女性は、そのための特別なエリアに監禁されるか、

一般の教育機関やレジャー施設から隔離される経験がある。ビーチや景観のようなランド

スケープは、オーナーあるいは利用者だけが利用できるようにデザイン、計画することで、

公共に対して閉じたものとなってしまう。 

 

不平等を是正するには、建築に社会的責任があり、包括的で、誰一人として取り残されるこ

となく社会のすべての構成員のニーズを考慮に入れてデザインされ、実現されねばならな

い。建物、まち、都市は、その表面、エレベーター、道案内の要素の安全を確保することか

ら、出入口や設備の高さに注意を引くことまで、あらゆる行きやすさ、使いやすさを中心的

な機能としてデザインしなければならない。このことはまた、社会的責任およびあらゆる人

を受け入れることが建築や市街地のプログラム、デザインを導き、それが地域の文化とニー

ズに敬意を払い、誰でもが使えるようにする必要があることを意味している。その事例は、

ユバーサルデザインを標榜する最新のオフィスビルから、あらゆる宗教に開かれた祈りの

場、そして公園のような全ての人々に開放されたサービスや施設に至るまで、広範囲に及ん

でいる。 
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事例10-1 Kamppi Chapel of Silence（スウェーデン） 

  

 

取組課題 

政治的あるいは宗教的信条に拘わらず、暮らしの状況や繁忙な日常生活に忙殺されて

いると、たまには静寂の中での内省の時が必要となる。伝統的には、瞑想や癒しの空間

は、特定の信条とリンクし、それぞれが異なる決まり事や空間的考え方とともに作られ

た。それらの空間は、誰でもが入れるわけではなく、異なる訪問者間の相互交流ができ

るようにデザインされることは希であった。新たなタイプの建物は、信条に拘わらず、

すべての人々を瞑想と会話のためにデザインされた厳かな空間に迎い入れることによ

って、こうした伝統にチャレンジしている。 

 

事例の貢献概要 

この静寂のチャペルは、宗教、信念、出自に拘わらず、静寂と平和のための空間を導入して

いる。ヘルシンキの賑やかな商業地域に位置し、フィンランド産の木材で彫刻的な立体とし

て建設された。 

 

チャペルの浮き床式のどっしりとした内壁は、油を塗った分厚いハンノキの板で、家具は硬

い材木でできており、温かい雰囲気と快適な音響環境をもたらしている。ロビーでは誰でも

アポなしに牧師やソーシャルワーカーと会い、話すことができる。建物の円い形状と、曲面

の表面に落ちる陽光は、賑やかな都市の周辺環境の只中にあって、神聖な場を提供している。 

 

 

出典／チーム 

K2S Architects LTD 

Helsingin seurakuntayhtymä 

Insinööritoimisto Vahanen Oy 

Pakrak Oy 
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事例10-2 Chongqing市の小規模住区（中国） 

 

 

取組課題 

中国では今後30年に亘り、3億人の人々が都市に移住する。常に相互交流や社会的生活

の神経となってきた「通り」は、急速な都市化と自動車交通化の結果として、多くの場

所で自動車専用道路に置き換えられた。この近代都市計画の実践は通りレベルでの社

会的生活を枯渇させ、新たな高層住区は、いまだに85％の人口が自動車を所有していな

い国にあって、完全に自動車に向かう視点からデザインされた。批評によれば、その結

果は人間的な生活を排除する大規模な単一機能のゾーンで溢れたメガ・シティである。 

 

事例の貢献概要 

中国、Chongqingの地方政府とGehl Architectsは、地域の住人や車を持たない人々のとって

の通りの生活を再活性化し、マクロな公的交通ネットワークと相互関係を持つ道路と公共

空間を拡張、改善することで、都市における都市公共空間の質を改善した。 

 

調査の知見に基づき、このチームは都市生活におけるヒューマンスケールの計画とデザイ

ンの効果を提示するために、選んだ敷地に推奨案とパイロット・プロジェクトをデザインし

た。その結果、古く狭小な通りで人々は新たな商業空間でよりも150％多くの時間を過ごし、

中国に伝統的な活発で開かれたファサードの街区において、閉じたファサードが並ぶ通り

よりも640％多い人々が時間を過ごすことがわかった。この結果は、通りにおけるヒューマ

ンスケールを実施する政策的背景となった。新公共空間計画は、中国の都市では初めて自動

車の容量だけではなく、公共空間の通りの質に的を絞った同市の全中心市街地を創り出す

ために策定された。その結果、公共空間は今や地方の計画・デザインチームによって永続的

に実施されている。 

 

持続可能なデザインとは、大多数の人々が誰のために、どこに居たいかを理解することであ

る。従って、Chogqing市の「人間中心」という未来の戦略もまた、伝統的な中国の都市文化

の持つ多くのポジティブで人間的に持続可能な側面を再導入することに他ならない。 

 

出典／チーム 

Gehl Architects,  

Energy Foundation, 

CSTC (China Sustainable Transportation Center), 

Chongqing Planning and Design Institute 
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事例10-2 障害者団体の家（デンマーク） 

 

 

取組課題 

国連議会が策定した障害者の人権、第9章「アクセシビリティ」は、次のように述べて

いる。『すべての組織は、障害者がそれ以外の人々と平等に取り扱われるように、適切

な方策を講じなければならない。』建築環境におけるユニバーサルデザインの理念は、

年齢や障害度やその他のファクターによらず、すべての人々が利用できる建物、製品、

環境のデザインを通して平等を実現しようとするものである。 

 

事例の貢献概要 

世界で最も誰もが利用しやすいオフィスビルを創造することを目指して、デンマーク障害

者団体はデンマークのタースラップにその本部を開発、建設し、将来のユニバーサルデザイ

ンのニーズに光をあてることに成功した。 

 

デンマークにおける異なる障害者団体をまとめる機能の他に、この建物は統合的なアクセ

シブル・デザインの優れた事例である。 

 

障害の種類に拘わらず、全ての人々に平等な業務環境を創る上で、設計チームは何かを付加

するデザインではなく、むしろ統合的なローテックな解法を促進することに注力した。道案

内システムは音響と感触のディテールで複合的な感覚に訴え、シンプルな認識ガイドの特

徴によって、視覚障害者や認知障害者が簡単に行き先を見つけることができる。 

 

設計チームはデザインの初期段階からその詳細にこだわり、意図的な案内通路として例え

ば階段のデザインを美しく統合的な要素とした。 

 

出典／チーム 

Danske Handicaporganisationer, 

Cubo, Force4, Niras A/S 
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住み続けられるまちづくりを 
包摂的で、安全かつレジリエントで、持続可

能な都市及び人間居住を実現する 
 

 

 

 

 

今日、人類の半分、すなわち35億人が都市に暮らしており、この数字はなお増

加しつつある。将来大半の人々の生活が都市的になるが故に、貧困、気候変動、

健康保険、教育などのような人類が直面する最大の問題に対する答えが、都市

生活の中に発見されねばならない。1 

 

都市はアイデア、商業、文化、科学、生産性、社会的開発、その他多くの事柄の

中枢である。その最盛期には、都市は人々を社会的、経済的に前進させることを

可能としてきた。2030年までに都市に住む人口が50億人に達すると見られてお

り、効率の良い都市計画と都市マネジメントの実践によって、都市化がもたらす

課題に対処することが大切である。2 

 

 

 

 

  

                                                  
目標 11 に関する詳細は、以下を参照されたい。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/cities /  
 
1 国連報告書 WHY IT MATTERS – SUSTAINABLE CITIES からの抽出 
 
2 国連持続可能な目標からの抽出。以下参照 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/citiesh/ 
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SDG#11の建築ガイド 

 

建築環境で、住み続けられるまちづくりを         

 

建築環境は、持続可能な都市やコミュニティの発展にとって極めて需要である。 

 

建築、デザイン、計画は、都市やまちを多岐に亘る方法で排他的でなく、安全、堅牢、

レジリエントで環境的に持続可能にすることに寄与できる。中でも重要な貢献は、安価

で手に届く健康な住宅や、徒歩や自転車や公共交通機関で通勤できるようにして交通

による環境汚染を減少させるインフラによるものである。さらに、インフラは、都市内

の地点間、都市と、郊外、地方間の移動性と行きやすさを高めることができる。 

 

都市デザインは、全ての人々に排他的でなく、リスクを減じるような都市の改善に寄与

することができる。その例として、計画の初期の段階から排除され権利を奪われた市民

を取り込む必要性を考慮し、すべてのレベルの関係者がそのプロセスに参加しなけれ

ばならない。都市デザインはまた、市街地における過剰消費、交通、廃棄物、騒音､軽

汚染による環境負荷を軽減できるような対策をとらねばならない。個々の建物も、複合

ビルも、まちも、気候変動に直面したレジリエンスや堅牢性を増大できるように開発さ

れ、都市化が原因で減少した緑や生物多様性に対処できる植栽や緑地を取り込まねば

ならない。この事例の幅は広く、住宅改修プロジェクト、気候適応計画、共同の再利用

ステーション、ポケットパークや自転車道路の拡張等に見ることができる。 
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事例11-1 Low Impact Living Affordable Community 

（イギリス） 
 
 

取組課題 

デザインは我々の都市をより排他的でなく、安全でレジリエントにし、建築はより持続

可能な住まいを促進し、共有資源を分かち合い、空間とエネルギーの使用を削減し、ま

とまりのあるものとすることができる。 

 

事例の貢献概要 

LILACとはLow Impact Living Affordable Community：低負荷型生活の安価なコミュニティ）

を意味し、英国のリードにある。このコミュニティは、人々が必要とするプライベートな自

宅の空間と、共用施設を混在させたコ・ハウジングの考え方で形成されている。この共用ア

プローチは、緑地や、共用の厨房・食堂施設や、ゲストルームに共用洗濯室を含む家事施設

のあるコモン・ハウスによって、社会的な交流を促進する。 

 

家々は地域産の藁や材木を用いて超断熱化された壁や屋根からなる低炭素のプレファブ構

法で建てられている。ストロー・ベールを使ってこのように建てられた80㎡の標準的な住

宅は、34㌧のCO2を蓄積できる。この住区で消費されるエネルギーは、屋上に設置された太

陽熱パネルと太陽光発電パネルから得られ、LILACの断熱材と建物の配置によって、冬期は

太陽熱を蓄熱し、夏期は太陽熱を廃熱することができ、付加的な暖房用エネルギー消費を低

減することができる。暖房が必要な場合は、ガス熱源凝縮ボイラーと熱回収型換気システム

から供給される。また、このコミュニティの運営はカーシェアリング、設備や工具の備蓄、

週二回の共同食事会、菜園での食糧生育といった原則に基づいている。そして、MHOS

（Mutual Home Ownership Society）のモデルとして、この住宅にTriodos銀行からのみの単

独銀行融資を受け、家の大きさに従ったLILAHの会員権を所有するしくみが、この住宅を継

続的に安価にしている。これによって、彼らが住む住区を民主主義的に管理する権利を得て

いる。 

 

出典／チーム 

The Architecture and Landscape 

was Co-Designed by LILAC and White Design. 

Lindum, ModCell, 

Integral Engineering Design, 

Progetic, BWA, coho-ltd 
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事例11-2 Taasinge Square in the Climate Resilient 
Neighbourhood（デンマーク） 

 

 

取組課題 

2011年7月、コペンハーゲンを襲った突然の豪雨が、3時間以内に150㎜の雨量を記録し、

地下室、通り、幹線道路が洪水で水浸しとなった。この事件は60億デンマーククローネ

に上る被害をもたらしたと見られている。コペンハーゲンの下水システムは老朽化し

ており、現状のシステムの容量を拡大することは、あまりに高額で技術的にも困難であ

る。したがって、コペンハーゲン市は今後新たな解法に投資し、同時に市街地のさらな

る緑化を進め、よりよい生活の場とすることにしている。 

 

事例の貢献概要 

Taasinge広場は、コペンハーゲンにおける最初のClimate Resilient Neighbourhoodの都

市空間である。この広場は緑のオアシスで、大量の雨水を処理するとともに、近隣の住

人が出会う場となっている。 

 

ここで言うClimate Resilienceとは、広場周辺に降る雨水をできるだけ大量に管理し貯

留することである。屋根や道路からの雨水を迂回させ、蒸発させ、地区に貯留すること

で下水への流入を遅らせ、こうして将来の豪雨に対処する下水容量を確保できる。合わ

せて、Taasinge広場は周辺の4,300㎡の地域に降る雨水を遅延・濾過することができる。 

 

Taasinge広場の地面と植栽は、レジエンス・デザインの大切な要素で、野生には見えな

い勝手に成長する地区の自然のための空間を提供する、都市の枠組みの中にある。雨、

風、太陽は都市環境のリズムを構成し、目に見え、記録される。地区の近隣の参加プロ

セスを通して、Taasinge広場は都市環境の生きた部分となり、地区の住人の間で親近感、

コミュニティ、所有者であるという意識を高めるのに役立っている。この取り組みは、

Skt. Kjelds全住区の変革にとって理想的な基盤をもたらし、将来のより多くの通りや広

場のレジリエントなランドスケープ・デザインを取り込んだコペンハーゲンにおける

Climatic Quarterとなるはずである。 

 

出典／チーム 

GHB Landskabsarkitekter, 

Malmos Anlægsgartnere, Orbicon, Feld, studio for digital crafts & ViaTrafik. 

Klimakvarter, Teknik- og Miljøforvaltningen; Byens Fysik  



86 
 

  



87 
 

つくる責任、つかう責任 
持続可能な生産と消費のパターンを確保する 

 

 

 

 

 

 

持続可能な消費と生産とは、資源とエネルギー効率、および持続可能なインフ

ラを促進し、万人が基本的なサービス、緑、働きがいのある仕事、より高い生活

の質を得られるようにすることである。それを実践することによって、全体的

な開発計画を達成し、将来の経済的、環境的、社会的コストを削減し、経済的競

争力を強化し、貧困を減らす・・・などに役立つ。 

 

・・・持続可能な消費と生産が「より少ないもので、より多くのことをより良く

行う」ことを目指している故に、経済的活動からのネット福祉利益は、資源消費、

全ライフサイクルにおける劣化と汚染を削減し、その一方で生活の質を高める

ことによって増大することができる。1  

                                                  
目標 12 に関する詳細は、以下を参照されたい。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/sustainable-consumption-production/  
 
1 国連持続可能な目標からの抽出。以下参照 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/sustainable-consumption-production/  
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SDG#12の建築ガイド 

 

建築環境のつかう責任、つくる責任                    

 

建設産業は、廃棄物を生み出す主な産業の一つである。 

 

建物が解体される時、殆どの既存の材料や部材の価値は失われる。同じ事は改修工事の

場合にも言え、大量の材料が廃棄物となる。新築の建築のプロセスでも、石膏ボードの

端材から、廃棄された型枠、部材が現場に配送される際に使われた包装、気候や誤った

使い方で傷ついた材料に至るまで、多様な廃棄物が発生する。 

 

長寿命のデザイン、継続的なメンテナンス、既存建物の注意深い改修は、建築環境にお

ける持続可能な消費の重要なポイントである。長寿命とライフサイクルへの考慮によっ

て、建築産業、個々の部品、建築、構造における価値の喪失や廃棄物の産出を減ずるこ

とができる。理念的には、当初の利用形態が変わり、時代遅れになったとしても、時間

が経つにつれて建物のデザイン次第で異なる利用形態に変えることができ、構造体に投

入された材料やその他の資源の価値が保持される。さらに、個々の部材や材料は、リサ

イクルおよびアップサイクルできるように、デザインされ、適用されねばならない。 

 

新築ビルのデザインと建設は、使用された材料の資源量と破棄物の発生量を削減するこ

とを優先しなければならない。そして結局は、再生不可能な天然資源の使用を減らし、

地域産の材料を重要視した新たな部材や解法が必要となる。 
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事例12-1 DESI Training Center（バングラデッシュ） 

 

 

取組課題 

多くの貧困層、特に開発途上国では、生活状況は伝統的に家内産業や自給自足に依存し

ている。しかし、生活水準の向上とともにより高い消費レベルや輸入品に向かうライフ

スタイルの変化が見られる。建築や建設産業について見れば、この傾向は至る所で輸入

建材の使用の増大に帰し、建築における大きなカーボン・フットプリントに反映される。

すなわち、地域産の材料で建設し続ける代わりに、鉄とコンクリートが使われ、室内気

候はパッシブ手法の代わりに、エアコンで調整されている。 

 

事例の貢献概要 

バングラデッシュのルドラオプールにおける寒村地域に、伝統的な建設手法と近代的な

建設技術を結合した、電気に関する職業訓練学校が建設された。この建物はパッシブな

冷暖房に依っており、自然な光の導入を最適化している。太陽熱暖房システムは建物が

必要とする全電力および温水をまかない、井戸水を水貯留槽にポンプアップする電力を

作り出している。トイレは専用の2室型汚水浄化槽を持っている。通常、バングラデッ

シュの地方では、食べる、寝る、洗う等の暮らしの機能のすべてが中心にある中庭を取

り巻く個々の建物に分散されている。しかしながら、このDESIセンターでは、仕事と生

活のあらゆる機能を一つの建物に統合することを試みている。そのデザインは、もはや

農業とはリンクしないが、地方の文脈や文化を色濃く反映したライフスタイルを志向し

たものである。そして、伝統的な技能が建物の建設や装飾に取り入れられている。竹を

編んだ壁は美しい装飾を構成し、地域建築の伝統の誇りを高め、帰属意識を支えている。 

 

DESIセンターは、その社会的、財政的状況にも拘わらず、高価な輸入材料の使用を訴え

るのではなく、伝統的な構法の技術的開発の動機付けとなるような建築へのアプローチ

によって建てられた。建設労働者や職人は、全員ルドラプールの出身であった。 

 

出典／チーム 

Anna Heringer, Shanti-Partnerschaft Bangladesh e.V.,  

Shanti Schweiz, Dipshikha (Non-formal Education Training 

and Research Society for Village Development), 

Bangladesh for DESI (Dipshikha Electrical Skill Improvement)  
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事例12-2 アップサイクル・スタジオ（デンマーク） 

 

 

取組課題 

都市化は全世界で進行しつつあり、住宅の需要を増大している。これは2030年までに

必要となる新たな市街地の推定60％がまだ建設されていないことを意味している。ま

た、建設産業から発生する廃棄物は、膨大な手つかずの資源であり、CO2排出削減を目

指す上で、建材のアップサイクルや改修は建設に求められる重要なアプローチである。 

 

事例の貢献概要 

アップサイクル・スタジオは、住居地域をアップサイクルされた地域の廃棄材料を使用

しながら、美しさ、質、価格の点で決して劣らない手法で建設するという課題とともに

デザインされた。その考え方は、残木材や破砕コンクリートや古い建物の窓などといっ

た廃材を再利用することによって、総エコロジカル・フットプリントを最小化すること

であった。アップサイクル・スタジオは、デンマークのコペンハーゲン郊外にある、

Orestadに位置する持続可能なスカンジナヴィアのタウンハウスの一例である。住宅は

アップサイクルされたコンクリート、ガラス、木材で建てられ、市場性と拡張性のある

デザインが施されている。 

 

建物が改修される時、健全な窓は埋め立て用に使われて使命を終えるか、ガラスは大量

のエネルギーを消費して破砕・溶融し、新たな目的に用いられる。従って、設計チーム

はアルミ製ではなく木製の枠の古い窓を利用することを決定し、彼らによれば生産工程

でCO2排出量を95％削減した。最近の断熱基準を満たすために、建物の大規模な開口部

はリサイクル複層ガラスの2層となっている。また、木製の床、内壁、外壁は、デンマ

ークの木製フローリングメーカーであるDinesen社からの端材や残材で作られている。

住居部分には高度な自由度が与えられ、住人の様々なグループの可能性に適応でき、市

場の変化や社会的生活状況の変化にも強靱である。 

 

異分野の混成デザインチームは、初期のアイデア段階から商業化する実践段階に至るま

で、アップサイクルによる美しい材料の開発に成功した。そして、このプロジェクトは

建設産業や消費者の間でリユースとアップサイクルの認識を変える力を有している。 

 

出典／チーム 

Lendager Architects,  

NREP A/S, Arkitektgruppen A/S, MOE A/S, Norrecco A/S 
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事例12-3 Mjøstårnet（ノルウェー） 

 

 

取組課題 

今後40年間のうちに、１兆３千億㎡以上の建築が建設されると見込まれている。鉄やコ

ンクリートのような建築材料の生産は、大量の炭素を排出するが故に、新たなより持続

可能な建材を建設に導入することが緊急的な課題となっている。木材は、低いカーボン 

・フットプリントを持ち、エネルギーと水の消費も少なく、持続可能に管理された森林

から伐採されたものなら、100％再生可能であるため、明らかにグリーン建築として最

良の選択である。それ故、材木は、コンクリートや鉄のような他の建材と区別される。 

 

事例の貢献概要 

ノルウェーのブルムンダルにある世界で最も高い木造のビルが完成し、2019年にオー

プンする。今も現存する1100年代に建てられたスターヴ教会（樽板教会：かつて北西ヨ

ーロッパに多く見られた、支柱と梁で構成された中世の木造教会）にヒントを得て、設

計チームは木材を建設材料に用い、その高さの限界に挑むことを決めた。Mjøstårnetの

建設に用いられた材木は、森林と木材加工産業で知られるこの地域で産出されたもので

ある。木造建築は、樹木の産出量の多い地域では、大量のCO2を光合成で建物に閉じ込

めるという利点がある。我々は密林の長期にわたる結果を知らなくとも、木はある程度

自己生産的であり、コンクリートよりもより気候変動に融和的で、資源効率が高いため、

より持続可能な建材である。また、木材の表面は、鉄やコンクリートのそれに比べて、

有機的で温かい雰囲気を与えてくれる。 

 

この18階建てのビルは11,000本の樹木を消費したが、設計チームは軽量な木構造の特

質である不快な揺れを防ぐために、支持構造体にコンクリートを付加せざるを得なかっ

た。正式な建物高さは85.4mであり、土地専有面積は幅17m、長さ37.5mにすぎない。 

 

出典／チーム 

AB invest AS, Hent AS, 

Voll Arkitekter AS, 

Moelven Limtre AS, SWECO  
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気候変動に具体的な対策を 
気候変動とその影響に立ち向かうため、 

緊急対策をとる 

 

 

 

 

 

気候変動は現在、世界中のすべての国々に影響を及ぼしている。国の経済に混

乱を招き、生命を脅かし、人々、コミュニティ、そして国に大きな代償を課し、

明日はさらに大きな犠牲を招くことになるだろう。天候のパターンは変わりつ

つあり、海面は上昇し、天候由来の出来事はますます極端になりつつあり、温室

効果ガスの排出量は今や歴史上最高レベルに達している。対策の行動無しに世

界の平均表面温度は、今世紀に3�上昇すると見られている。そのような状況下

では、最も貧しく、最も脆弱な人々が最大の影響を被ることになる。 

 

国をよりクリーンでレジリエントな経済へ飛び越すことのできる、安価で拡張

性のある解決策がある。・・・しかしながら、気候変動対策は国境を越えたグロ

ーバルな課題である。すなわち、これは低炭素経済に向けて国々を動かす国際的

なレベルでの協働が必要な解決策を必要とする大きな問題である。1 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                                  
標 13 に関する詳細は、以下を参照されたい。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/climate-change-2/  
 
1 国連持続可能な目標からの抽出。以下参照 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/climate-change-2/   
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SDG#13の建築ガイド 

 

 

建築環境で、気候変動に具体的な対策を             

 

建築環境のCO2フットプリントは削減しなければならず、建築やまちは変動し

つつある気候に適応できるようにしなければならない。 

 

建築やまちや都市のCO2負荷は、急遽削減しなければならない。建築における再

生可能なエネルギーの生産を統合し、持続可能な交通システムを拡張し、建材の

輸送を削減し、地域の再生可能な材料を重点的に使用するなどによる、エネルギ

ー革新を通してその削減が可能である。さらに、新築のデザインによって、暖房、

冷房、照明用のエネルギー消費を最小化しつつ、室内環境の快適性を最適化する

ことができる。これには、地域の気候、自然光や自然換気を取り入れたデザイン、

そして建築構造体の熱的特性を配慮する必要がある。 

 

同時に、気候変動はすでに進行中であり、既存の建築とまちはより頻繁に発生す

る豪雨、洪水、ハリケーン、干ばつ、熱波を含む変化しつつある状況に適応しな

ければならない。そのためには、こうした変化にレジリエントなデザインの解法

が求められる。その解法とは、地域の文化、地形、天候の条件に対して細心の注

意を払ったものでなければならない。そうした適応に必要な新たなインフラは

膨大かつ高価で、今後のまちや都市に大きな影響を与えることになる。建築、計

画、デザインには、例えば通常リクリエーション地区でありながら豪雨のための

調整池のようなコ・ベネフィットを持つ、天候に適応できる解法を開発する特別

な責任がある。 
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事例13-1 Qunli Stormwater Park（中国） 

 

 

取組課題 

「スポンジ・シティー」と呼ばれる中国における新たな都市計画の動きを支援し、習近

平主席は2013年に都市はスポンジのようでなくてはならないと語った。都市の舗装さ

れた透水性のない表面を、緑化され湿ったレジリエントな市街地に変えるという考え

方に基づき、この運動は過去20年間にコンクリートと鉄を使って急速に拡大した大都

市に、中国に古くから伝わる洪水対策を再導入した。 

 

事例の貢献概要 

中国の古代の水システムや、伝統的な農業の知見からヒントを得て、Turenscape社はい

わゆる「スポンジ・シティー」の運動の下、市街地に天候に適応できる多くのランドス

ケープ・デザインを開発した。中国における干魃期、および海面上昇、増大する雨量に

直面して、その目的は市街地に於いて水を多様な方法で貯留し、転用し、流れを遅らせ、

再利用することである。中国ハルビン市の新地区にあるQunli Stormwater Parkは、総計

100万人に上る新住人の3分の1を収容する3,200万㎡の地域に、かつての湿地を再導入

するようにデザインされた。年間雨量は567mmであり、7月と8月に集中する雨期には

洪水に見舞われる。それは透水性のある緑地ゾーンがわずか16.4％にすぎないためであ

り、洪水を防ぐ何らかの対策が必要であった。 

 

この湿地は、新たに開発された近隣からの水を貯留し浄化するとともに、その住人に都

市緑地を提供する雨水貯留用公園としてデザインされた。設計チームは湿地の中心とな

る部分を自然な進化と変化のために手つかずとし、湿地が汚染されないように雨水を浸

透させバッファーゾーンを浄化する機能を持った池とマウンドの単純なリングをデザ

インした。市街地からの雨水はこの公園の周辺を巡るパイプに集水され、それによって

浄水池にむらなく配分される。自生する湿地の草は多様な深さに育ち、浄化プロセスに

役立つ。道のネットワークは訪問者をランドスケープに誘い、プラットホームと展望台

からは、この湿地と周囲の都市景観を同時に眺めることができる。 

 

出典／チーム 

Kongjian Yu, Turenscape, 

The Municipal Government of Harbin City  
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事例13-2 Lindevangs Park（デンマーク） 

 

 

取組課題 

地球温暖化はより極度な気候状況の結果を招き、デンマークの夏期、秋期においてもっ

と大量の降雨や豪雨を経験する傾向が強まっている。多くの場所で下水システムは豪

雨に対処できる容量がなく、洪水を防ぐ水処理機能を備えた持続可能な都市排水手法

を必要としている。また、春期や夏期は干魃のリスクが増大しており、灌水のための地

区における水の貯留と集水が大切になっている。 

 

事例の貢献概要 

Lindevangs ParkはデンマークのFrederiksbergにある緑化アーバンスペースで、多様な

利用者のための社会的活動や出会いの場としての新たな施設と融合した、気候変動に対

応できる公園である。そして、高密度な近隣の中の公園として、古典的な都市公園の役

割を満たすと同時に、新たな気候変動に適応できる手法を探求している。公園内では、

多彩で異なる手段を駆使して、3,000㎥の水を集水することが可能となっている。 

 

公園の南入口付近に、水を貯留できる地面とランドスケープ・デザインで駐車場の一部

を代替している。また、泉と90mに及ぶフィボナッチ・スパイラル状の目に見える水路

が水の変化する自然を示すとともに、都市環境に心の落ち着く雰囲気をもたらしている。

中央の草地エリアは大きな楕円状の窪地に形成され、その底にはステージが新しく設け

られている。東側には、クロスグリやリンゴの木や野生の草花が植えられた細長い庭が

あり、大量の水を集める土手として機能している。このランドスケープ・デザインは、

豪雨に対する対策と、公園としての新たな活動プログラムを結合しながら、水を統合的

なデザインの特色とし、多量の降雨時でも公園内を巡る水の流れの物語を見せることに

成功している。 

 

出典／チーム 

Marianne Levinsen Landskab, 

Frederiksberg Council, Frederiksberg 

Water Supplier, Niras A/S 
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事例13-3 Portland Green Streets Programme（アメリカ） 

 

 

取組課題 

極端な降雨量の出来事はより多くの降雨の原因となり、1950年以来世界の多くの地域

でより一般的になった。大量の降雨による最も緊急なインパクトは、洪水の見込みであ

る。そのリスクは、非透水性の舗装によって雨水が容量の不十分な下水システムに即座

に流入する市街地で特に大きくなる可能性が高い。 

 

事例の貢献概要 

ポートランド市は、降雨の表面流水をコントロールし、コミュニティと近隣の活性化を

高め、地域の経済を強化する戦略を駆使しているリーダーの一つである。降雨の表面流

水を大元で制御できる植栽施設のある道路を、Green Streetと呼ぶ。この道路は、降雨

の管理、流量の削減、水質の改善、健康の増進のために、自然のシステムを活用するこ

とで法規の遵守と資源の保全の目的を満たす、持続可能な降水対策戦略の一つである。 

 

ポートランド市の最初のGSである、NE Siskiyou Green Street Projectは、既存の居住用

道路の雨水改修として2003年に建設された。このプロジェクトによって、路上の表流水

の速度を落とし、浄化することによって合流方式の下水に流入する雨水を削減できてい

る。これはGSの縁を拡張する改修であり、ランドスケープエリア上に隣接する住居施

設と融合した低い常緑の植栽を特色としている。近隣住人は、GS管理計画の一部とし

て、季節に応じた灌水、草取りをすることで、この2つの施設を維持管理する主な役割

も演じている。 

 

ポートランド市のGSパイロット・プロジェクトには、複数の市役所部局間の調整と、

2001年に設立された市の持続可能なインフラストラクチャー委員会の助力が必要であ

った。このポートランドの３つのインフラストラクチャー運営部局からの代表者で構成

された委員会は、持続可能なインフラストラクチャーに向けた市の進行中の努力を文書

化し、国中のグリーン・インフラストラクチャー・プロジェクトに関する研究結果を集

め、地方のパイロット・プロジェクトの機会を特定した。最初の設置以来、ポートラン

ド市は2,000以上のGreen Streetを建設した。 

 

出典／チーム 

City of Portland, 

Bureau of Environmental Services  
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海の豊かさを守ろう 
海洋と海洋資源を持続可能な開発に向けて保全し、

持続可能な形で利用する 

 

 

 

 

 

世界の海洋はその水温、化学的構成、水流、生物を通して、地球で人類が生きら

れることを可能とするグローバル・システムを営んでいる。我々の雨水、飲料水、

天気、気候、海岸、多くの食糧、そして我々が呼吸する空気中の酸素でさえ、す

べてが根源的に海によって供給され、制御されている。また、歴史を通じて海洋

と海は貿易と交通にとって不可欠な媒介的存在であった。 

 

このグローバルな、なくてはならない資源の注意深い管理は、持続可能な未来の

キーとなる。しかしながら、現在はエコ・システムと生物多様性の機能と対立す

る影響である汚染と海洋の酸性化によって、継続的な海岸の海水の劣化を招い

ている。このことはまた、小規模な漁業にも悪影響を与えている。1 

                                                  
標 14 に関する詳細は、以下を参照されたい。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/oceans/  
 
1 国連持続可能な目標からの抽出。以下参照 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/oceans/ 
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SDG#14の建築ガイド 

 

 

建築環境で、海の豊かさを守ろう                 

 

殆どの建築環境は陸上にあるが、その活動は海洋に影響を及ぼす。 

 

建設産業は、建材の海上輸送で海洋に影響を与え、一方現存するまちや都市は汚水やそ

の他の廃棄物を海洋に廃棄することで海洋に負荷を与えている。海水中の生命を保全す

るには、建材や建築部材を地域の産業や生産施設を発展させることによって、長距離の

海上輸送を減らさなければならない。さらに、海洋に辿り着く非分解性の廃棄物を削減

するために、建材や部材のプラスチック製包装を廃止しなければならない。 

 

ランドスケープ・デザインや都市計画によって、殺虫剤や窒素や人糞のような汚染物質

は敷地内で処理され、地下水や海洋に届かないようにしなければならない。建築、計画、

デザインによって、我々はコストを削減し、水処理のインフラストラクチャーにコ・ベ

ネフィットを付加することができる。さらに、ランドスケープ・デザインによって、海

に近接し汚染した陸地を再生するプロセスを実現できる。 

 

建物やまちが海岸あるいは繊細な海岸エコ・システムに隣接している場合、特に注意を

払わねばならない。その一方で、建築的に意味があり、繊細な海岸エコ・システムの中

の研究学習施設は、新たな知識を生み出し、人々の意識を高めることができる。 
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事例14-1 The Wadden Sea Center（デンマーク） 

 

 

取組課題 

デンマークのJutland地方南部に位置するWadden Seaは、デンマーク最大の国立公園

で、ユネスコの世界遺産に登録されている。その海岸沿いの干潟はデンマーク、ドイツ、

オランダの沿岸500kmに及んでいる。その景観、豊かな生物多様性、多くの渡り鳥はこ

の地域を大変ユニークなものとし、毎年、多くの観光客を惹き付ける要因となっている。

そのダイナミックな潮の干満はこの地域における野生生物の生息地を豊かにしている

が、また観光にとって予想できない危険なランドスケープでもあり、注意して扱わなけ

ればならない。 

 

事例の貢献概要 

Wadden Seaセンターはこの国立公園の入口にあり、干潟と海に関する知識と理解を深

めるために設置された。そしてその建築は、海と陸地の間の湿地帯の広大で水平な景観

と調和を図ることによって、その目的を強調している。展示空間、学習・研究施設、カ

フェ、店舗からなるセンターは、世界中からのビジターに対して、公園内に生息する自

然の野生生物に関する広報を推進している。また、WADDEN Seaへのガイド・ツアー

の入口であり、野生生物や潮の干満に関する詳細な情報を得ることができる。この環境

教育の背後にある理念は、知識は経験によって得られるというものであり、大学、学校、

幼稚園の学生、生徒、園児達は、この生物学や地理学の経験的な学習を通して、ランド

スケープの動植物と地形の特徴を学ぶのである。 

 

出典／チーム 

Dorte Mandrup Architects, 

Steensen & Varming, 

Anders Christensen, 

Marianne Levinsen Landskab, 

JAC studios + Jason Bruges & No Parking  
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事例14-2 Fischer Family ‘August’（デンマーク） 

 

 

取組課題 

持続可能な建築を創造するには、すべての建築部材と構成される建材、生産工程、解体

可能性、そして美しさの性能に注意を払わねばならない。生産される全プラスチックの

20％が建設に使用される。このことは大きな課題の一つだが、同時に建物にリサイク

ル・プラスチックを活用できる大きな可能性を示している。 

 

事例の貢献概要 

Fischer Liting社は、エネルギー消費の大きな既存の照明器具に設置できる新たな高性能

LEDダウンライト群を開発した。こうして高価な天井の交換に伴うエネルギーと建材の

浪費をせずに、低エネルギー型照明への変更が可能となる。この新しいダウンライトの

デザインにおいて、循環型経済と、すべての部材を再利用、リサイクルする可能性に、

深い注意が払われた。ここで設置されたすべてのランプは、そのライフサイクルの最終

段階で回収され、より多くのランプを作るためにリサイクルされた部材あるは建材に新

陳代謝される。 

 

その最初のランプである「August」は、漁業で使用されなくなり高い質の照明製品にア

ップサイクルした漁網を原料としている。放棄され、紛失され、あるいはその他の理由

で使われなくなった漁網は、世界中で魚のストックに危害を及ぼしている。国連によれ

ば、いわゆる海洋中の「幽霊漁網」は漂流・漂着ゴミの全量の約10％に及び、亀や海鳥

や海洋哺乳動物のような生きものが死ぬ「幽霊漁業」のような問題の原因となっている。

それを解決する対策は、すべての損傷し回収された漁具を集め、廃棄し、リサイクルす

る方法を改善することである。このダウンライトは国立デンマーク水族館に設置され、

海洋生物に関する知識を広める目的を宣言し、海洋におけるプラスチック汚染に対する

闘いに深く取り組んでいる。 

 

出典／チーム 

Fischer Lighting, 

3XN/GXN, Plastix 
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陸の豊かさを守ろう 
陸上生態系の保護、回復および持続可能な利用の推進、

森林の持続可能な管理、砂漠化への対処、土地劣化の阻

止および逆転、ならびに生物多様性損失の阻止を図る 

 

 

 

 

この目標は、森林を持続可能に管理し、砂漠化に対処し、土地劣化を阻止し逆転

し、生物多様性の損失を阻止することである。 

 

森林は地球の全表面積の30.7％を占め、食品の安全性と避難所をもたらすのに

加えて、気候変動と闘い、生物多様性と土着の住人の住処を保全する上でキーと

なるものである。森林を保護することによって、我々はまた天然資源の管理を強

化し、陸地の生産性を増大することができる。 

 

現在、毎年森林の1,300㏊が失われ続けており、継続的な乾燥地の浸食によって

36億㏊に上る砂漠化を招いた。現在陸地の15％が保護されているものの、生物

多様性はいまだに危機に瀕している。1  

                                                  
目標 15 に関する詳細は、以下を参照されたい。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/biodiversity/  
 
1 国連持続可能な目標からの抽出。以下参照 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/biodiversty/ 
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SDG#15の建築ガイド 

 

建築環境で、陸の豊かさを守ろう                

 

陸地を占拠する建築、まち、都市の量的拡大が急速に進んでいる。 

 

エコ・システムと生物多様性は、拡大しつつある都市やまち、農業、鉱業、気候変動が

原因で、強度のプレッシャーの下にある。その防御、修復、支援のために、建築とまち

は植物や昆虫や動物のための生息場所をその中に儲けなければならない。すなわち、緑

地の開発は最小限に止め、すべての新しいまちづくりは、地域のエコ・システムや動植

物のための持続可能な状況を確かなものとしなければならない。植栽の生命を許す自然

のネットワークを既存のまちや市街地に展開し、それによって昆虫や動物が建築環境と

共生できるようにする。その事例には、ポケットパークや昆虫ホテルから、大都市に於

いて自然のネットワークを構築する大規模な計画のプロジェクトに至る、あらゆる規模

のものがある。 

 

さらに、建設産業は持続可能な森林の整備を促進し、そうした持続可能な資源からのみ

木材を利用し、一般的に再生可能で持続可能な方法で生産され、生物多様性や動植物の

ための自然な生息場所に矛盾しない材料を使うことによって、森林の過度な伐採を妨げ

ることができる。地域の動植物が、芝や室内緑化を含む建築やまちのランドスケープ・

デザインの基本を形成し、植栽が地域のエコ・システムと連鎖し、支援できるようにし

なければならない。最後に、建築を傷つきやすいエコ・システムあるいは野生生物公園

の中に注意深く配置することで、その保全機能に加えて、持続可能なツーリズムによっ

て人々の認識を高めることができる。  
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事例15-1 Res Ribbon Park（中国） 

 

 

取組課題 

高密度な地域で自然の野生生物を保護し、その一方で緑豊かなエリアへのアクセスを

創り出すことは、自然への介入と保全のバランスをとることである。建築は、その二つ

の間に位置づけられる。すなわち、我々は建築によって自然を経験し楽しむことができ

るが、一方自然に介入し退化させる原因ともなる。このプロジェクトにおいて、そのデ

ザインは自然の経験と野生生物の保全の両方を支援するために、自然環境における人

間の存在を注意深く管理している。 

 

事例の貢献概要 

中国のTangher川公園は、ランドスケープ建築のプロジェクトで、レクリエーション・

ランドスケープを創り出すための自然への介入を最小にとどめ、同時に野生生物の生息

場所を大切にし、守り、河川と変化し続ける河岸の変動する性質を高めている。赤いリ

ボンが河岸に沿ってねじられ、曲がり、人々を密生した植物と、多様な湿地に設けられ

た遊歩道、照明、ベンチ、環境情報および案内などが統合されたオープンスペースに誘

う。また、４つのパビリオンが日陰と出会いの場を提供し、植物が密生した敷地の中で

道順を見つける、視覚的な焦点として機能している。その遊歩道と小径は都市化した

Qinhuangdao市の住民のための川と湿地に向かうアクセス路であり、エコロジカルなプ

ロセスと自然の質を示しながら、河川と河岸における自然な生息地を強化している。こ

の川の他の場所で行われてきたパイプの水路やコンクリートによって河川の流量の強

弱を調整するのではなく、このプロジェクトでは自然の河川コリドールとその生息場所

を強化している。 

 

出典／チーム 

Kongjian Yu, Turenscape, 

Yang Lina, The Landscape Bureau, 

Qinhuangdao City, Hebei Province, 

and Peking University Graduate 

School of Landscape Architecture in Beijing  
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事例15-2 Novo Nordisk Nature Park 

 

 

取組課題 

工業地域や業務パークは、通常大規模で単一的な建物や、駐車場やインフラストラクチ

ャーを作るための広大なアスファルト舗装面で占められている。今日、近代都市計画に

ルーツがあるこうした都市の類型は至る所に見られ、殆どの都市の縁辺を形成してい

る。このような地域の単一機能は、多くの場合ランドスケープや建物にも適用され、そ

の結果自然の野生成物は、適当な生息場所へのアクセスを失うという結果を招く。 

 

事例の貢献概要 

製薬会社Novo Nordiskの本社ビルのためのランドスケープ・デザインは、自然のビオト

ープを様々な方法で支援しているスカンジナビアの森と、デッドアイスが形成した丘状

の地形にヒントを得ている。植栽計画は、野生生物の広範なパレットに基づき、千本以

上の樹木が新規に植えられ、時が経てば小さな「森」や自生できるビオトープと呼ばれ

るものに成長する。この公園は植栽の成長を促し、自然の継承と季節と共に発達する。

そして死んだ木は、生物多様性を増加し、公園の自然なエコ・システムを強化する目的

で、微生物やキノコや大きな動物たちの新たな生息の場を提供し、ランドスケープ・デ

ザインの一部となる。また、これらは公園に自然な腐朽の臭いを与え、自然の美しさと

そのエコ・システムとの間に、直接的な対立をもたらすことがある。 

 

樹木はその自然な生息地や形状やボリュームに関連して組み合わせられる前に、デザイ

ナーによって特別に選ばれた苗場に、公園の利用者やオフィスビルのための日陰を最大

化する地域の微気候に留意して手植えされた。樹木はまた敷地に降るすべての雨水の吸

収に役立つ。窪地には、公園の野心的な気候適応デザインに寄与する成木や老木やその

他の水に強い樹種を植えた。このランドスケープは100％の水のバランスを保持してい

る。すなわち、この地域と建物に降る雨水はすべて集水され、公園内の大木や多様な植

栽の灌水用に再利用されている。公園の生物多様性は観察され続けており、新たな種も

発見された。また、この公園は従業員や来訪者や地域の住人にとって、リクリエーショ

ンの目的地となっている。 

 

出典／チーム 

SLA Architects, 

Henning Larsen Architects, 

Orbicon, Alectia, Skælskør Anlægsgartnere, Urban Green 
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事例15-3 ノルウェー野生トナカイセンター・パビリオン 

 

 

取組課題 

地球上で都市が成長し続けるにつれ、自然環境へのストレスは増大する。すなわち、自

然の生息地は農地に変わるか、道路で舗装される。その結果、生物多様性は劣化し、未

来の世代が、自然環境がもたらすことのできる「エコ・システムのサービス」から美的

な体験にいたるまでの恩恵に浴し、活用できる可能性がその土台から疎外される。いか

にすれば建築が自然に対する敬意を払い、保全に寄与し、将来その存在を高めることが

できるのだろうか？ 

 

事例の貢献概要 

ノルウェーのDovrefjell国立公園の縁辺にある海抜約1,250mのHjerkinnの上にできたパ

ビリオンは、周辺の山を見渡している。それは野生トナカイ財団教育プログラムのため

の観察パビリオンの役割を負っており、この敷地は野生トナカイ草、ジャコウウシ、北

極キツネ、および多様な地域に固有な植物種の宝庫である。観光客や研究者達がこの素

晴らしい景観を見に行くには、延長1.5kmのハイキング道を歩くことになる。国立公園

へのアクセスとなり、顕著な妨害なしに人々にランドスケープと野生生物を楽しむ機会

を与えることは、国立公園とその人々にとっての重要性を高める方法となる。自然の文

化的、神秘的なランドスケープが建築的なアイデアの基盤を形成し、硬い外側の殻が、

柔らかく有機的な内側のコアと出会う。そのコアは風や流水のような自然の力で侵食さ

れた岩や氷のように形付けられ、訪問者にとっていまだに素晴らしい景観へのアクセス

であり、安全で温かい出会いの場ともなっている。設計チームは、建材の質と耐久性に

関心を集中し、建物が厳しい気候に耐え、ランドスケープの一部として統合化できるよ

うにした。自然の建材は、地域の伝統建築に見られ、その一方で新たな技術として、デ

ジダル３Dモデルに基づいた大規模なロボットで制御されたフライス盤を使って、木の

コアの形状制作が可能となった。 

 

出典／チーム 

Snöhetta, 

Norwegian Wild Reindeer Centre, 

Prebygg AS, Lonbakken AS, 

Skandinaviska Glassystem AB, 

Djupevaag Ship Builders AS 
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平和と公正をすべての人に 
持続可能な開発に向けて、平和で包摂的な社会を推

進し、すべての人に四方へのアクセスを提供すると

ともに、あらゆるレベルにおいて効果的で責任ある

包摂的な制度を構築する 

 

 

 

平和で、公正で、包摂的な社会は、SDGsを達成するために不可欠である。人々はどこ

に居ようがあらゆる種類の暴力の恐怖から自由で、いかなる人種、信条、性的嗜好に拘

わらず、その人生を送る上で安心して暮らせる権利がある。 

 

SDGsを発展させるには、質の高い教育、医療サービス、公正な経済政策、そして包括

的な環境保全をもたらすことのできる、効果的で包摂的な公的団体が必要である。1 

 

 

 

                                                  
目標 11 に関する詳細は、以下を参照されたい。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/peace-justice/  
 
1 国連報告書 WHY IT MATTERS – PEACE; JUSTICE AND STRONG INSTITUIONS から

の抽出 
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 SDG#16の建築ガイド 

 

建築環境で、平和と公正をすべての人に              

 

 

議会、裁判所、公立図書館は、公正で平和な社会の要であり、一方地域のコミュ

ニティ・センター、祈りの場、避難所は包摂的で思いやりのある社会に対する市

民の係わりを代表しうる。 

 

建築が社会制度を公正にするわけではないが、建物に込められた努力と価値は社会の正

義や民主主義や非排他性への社会の取り組みを表現しうる。この事例には、権威ある省

庁の建物や市庁舎から、被災地における国連の緊急時の建築に至る幅広い種類のものが

ある。 

 

建物や公共空間によって社会の価値表現を支援するには、その建築およびプランニング

は公共空間や社会制度が非排他的で居心地が良く安全で偏見のないものであることを

保証しなければならない。たとえば、それはテロ対策が、市民や利用者にとって非排他

的で魅力的なものとして開発されることである。図書館や、コミュニティ・センターや、

避難所や、祈りの場のデザインは、安全、包摂性、手頃な経済性を保障するものでなけ

ればならない。 

 

建設産業は、窃盗、汚職、贈収あい、その他すべての形の組織的犯罪を抑止するように、

調達や建設過程で十分な注意を払わねばならない。また、建材の採取、生産、処置が虐

待や、搾取や、不正取引や子供の労働等に依存しないように、保証しなければならない。 
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事例16-1 ハーグ国際犯罪裁判所（オランダ） 

 

 

取組課題 

国際犯罪裁判所（ICC）は国際社会に関する最も重大な犯罪、たとえば大量虐殺、戦争

犯罪、人道に対する罪、侵略犯罪などで告発された人を調査し、根拠がある場合は審理

を行う。このコアとなる活動は敵対的な意図をもった人や組織がターゲットとなる。そ

の社会制度を必要な透明性と非排他性をもった公的領域として保持しながら、安全性

を守ることは、ICCやその他多くの施設が取り組まざるを得ないジレンマである。反テ

ロ建築は、世界中で様々な方法で議論され、開発される概念である。保護する対策とし

て建築は安全性を保証する可能性を有しているだけでなく、包摂性と公共空間への平

等なアクセスを阻む恐れもある。 

 

事例の貢献概要 

ハーグのICCを取り囲むランドスケープには、魅力的な公共空間と緑化したリクレーシ

ョン・スポットがあり、また重要な自然安全対策も含む新たなランドスケープとしてデ

ザインされた。デザインチームは、この課題に対して、テロの防止、独自性の確立、気

候への適応、降雨の制御、ICCでの訪問者・従業員・加入者の安全といった多彩なテー

マに取り組んだ。 

 

建物を高い壁の背後に閉じ込めるのではなく、ICCはランドスケープの繊細で優しい処

理によって公共空間に開いている。そして、砂丘、プラザ、パルテア・ガーデン（花壇、

通路、芝生を装飾的に配した庭園）は、排他的ではない、開いた意味深い施設として裁

判所の公的な顔となり。その一方で敵対的な組織から施設を守る試みである。この組織

の世界的な意義を強調するために、中庭のパルテア・ガーデンは、世界の異なる地域を

表現するようにデザインされ、個々のメンバー諸国が親近感を抱けるようにした。その

植栽と配置は、アフリカ、西欧、アジア、東欧、ラテンアメリカ／カリビア諸島等から

インスピレーションを得ており、ICCの職員やゲストが多忙な一日の間に静かで包摂的

な休息の時を提供している。 

 

出典／チーム 

ICC, SLA Architects, 

Schmidt Hammer Lassen Architects, Royal 

Haskoning Nederland B.V. 

and Esbensen - Consulting Engineers AS, Brink Groep, Courtys  
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事例16-2 Bogotá – policies of change（コロンビア） 

 

 

取組課題 

1990年代の中頃、ボゴタ市は困難な時期を迎えた。大量の人口の都市流入は、既に危機

的状況にあった生活状況をさらに悪化させた。そして、溢れる人口と貧困が人口の増大

に拍車をかけた。薬物を巡る争いが猛威を奮い、犯罪率が急上昇した。これらの課題は、

都市の統計上最低レベルに押し下げ、殺人発生率は歴史上最高となり、ボゴタ市はラテ

ンアメリカで最も住みにくい都市と見なされるようになった。 

 

事例の貢献概要 

1990年代は、より住みやすく持続可能とするだけではなく、他の都市の手本となるよう

な、悪評から誇りとなる大きな変換期となった。その鍵となったのは、市の指導者レベ

ルにおける持続可能な開発への取り組みであった。 

 

現在進行中の都市変革に着手したと見なされている二人の傑出した政治家が、アンタク

ス・モックス元市長（第1期：1995-1997）とエンリケ・ペニャロサ元市長（第1期：1998-

2000）である。交通、水、自転車路、図書館、公園、手に入れやすい住宅などの公共イ

ンフラストラクチャーの大規模な整備に着手し、モックス市長の下ではより強力な市民

意識と参加を募る一連の型にはまらないキャンペーンを張ったことで、ボゴタ市を持続

可能な都市開発の先導的都市として注目を引くようになった。 

 

都市の再生は1990年代に始まったが、持続可能な未来に向けた政策は、いまだに開発さ

れつつある。その開発に関わる重要な関係者は、WGBC（World Green Building Council）

のメンバーで、持続可能な都市開発に関する市政府のアドバイザーであるNPOのコロ

ンビア・グリーンビルディング・カウンシル（Colombia GBC、あるいはCCC）である。

CCCは、より良い都市計画や持続可能な建設の実践、そして地方と国の開発をリンクさ

せて、より大きな地球規模の環境的、経済的、社会的目標を達成する仕事をしている。 

 

出典／チーム 

The city of Bogotá has gained worldwide 

recognition for its transformation. 

Progressive policies and Institutional innovations 

within city management and 

public service delivery, have set the city on a path towards a sustainable future. 
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事例16-3 Tingbjerg Library and Clture House（デンマーク） 

 

 

取組課題 

Tingbjergはデンマーク、コペハーゲン近郊に位置し、1950-1970年代に建設された社

会住宅と、そこに住む社会的に恵まれない住人の高い割合が特徴である。時折、この地

域は犯罪が目立ち、様々な理由で、またこの地域の物理的配置に関連して、この住区は

概して社会から孤立しているように見えるため、その評判は賛否両論があった。 

 

事例の貢献概要 

Tingbjergの住区は緑地に囲まれており、地区独自の教会、学校、ショッピングセンター

のあるモデル都市としてデザインされた。住宅プロジェクトの配置は、3層、ローハウ

ス、高層のブロック構成されている。 

 

コペンハーゲン市は、既存の学校の枠組みを建築的に尊重しながら、同時に全く新しい

要素として図書館と文化館を併設して拡張することを決定した。黄色いレンガのような

地域独特の同じ基本的な建材を使用することで、新築部分もTingbjergの既存のユニーク

さと明らかな連続性を持っている。煙突状のボリュームは学校の方向を指し示しており、

文化館は4階から学校の入口に向って1階にスロープダウンしている。道路側に面した

オープンで透明なファサードとともに、この建物は周辺に対して様々な活動を見せ、住

人を温かく迎い入れ、新顔に対してそれらの活動に参加できるように誘っている。 

 

この図書館と文化館は、同じ屋根の下の非常に多彩な組織とともに、コミュニティベー

スの活動を支援できるように意図されている。図書館である以外に、この建物はまた教

育方法センター、会議施設、カフェ、コンサート・演劇ホール等の地域のコミュニティ

を形成できる施設を有している。 

 

出典／チーム 

COBE, Rune Fjord Studio, 

Kragh & Berglund, Søren Jensen, C.C. 

Bruun Enterprise, 

Kemp & Lauritzen, Juul & Nielsen, 

Rambøll Arkitektur 
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パートナーシップで目標を達

成しよう 
持続可能な開発に向けて実施手段を強化し、グロ

ーバル・パートナーシップを活性化する 

 

 

 

 

持続可能な開発を成功させるには、行政、民間セクター、市民社会の間のパート

ナーシップが必要である。これらの排他的でないパートナーシップは、共有さ

れたビジョンと、人と地球を中心に置いた目標の原理と価値の上に創られ、地

球、地域、国、地方のそれぞれのレベルで不可欠である。 

 

持続可能な発展を達成するには、数兆ドルという民間資金の変化させる力を結

集し、注ぎ直し、鍵を開ける必要がある。特に開発途上国や、主要なセクターに

おける、海外の直接投資を含めた、長期投資が必要である。1 

 

  

                                                  
目標 17 に関する詳細は、以下を参照されたい。 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/partnerships/  
 
1 国連持続可能な目標からの抽出。以下参照 
https://www.un.org/sustainabledevelopment/partnerships/ 
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SDG#17の建築ガイド 

 

建築環境で、パートナーシップによる目標を達成しよう   

 

 

各都市は、多くの人の手によって作られる。それと同じように、17のSDGsに到

達するには、当事者の一人だけでは不可能であるから、協働することが不可欠

である。 

 

目標を達成するチャレンジには、行政から研究者、事業家、市民にいたるまでの組織化

された当事者すべての参加が必要である。建築家、デザイナー、プランナーは、持続可

能な解決を促進する知見を共有し、研究組織パートナーと協働して、持続可能な解決案

を開発し実践するために寄与することができる。その事例は、ホームレスに住宅を供給

する非営利のパートナーシップから、建築産業に新たな持続可能な製品やサービスを開

発する商業的なパートナーシップに至るまで、広範囲に及んでいる。パートナーシップ

への鍵は、新たな知識を取り入れ、新たな実践をテストし、地方の天候、文化、資源に

取り組み、ライフサイクルの見地での参加と所有を確実にするために、エンド・ユーザ

ーと協働することである。 

 

目標のためのパートナーシップにはまた、目標達成に向けて仕事してきた専門家達との

共同とネットワーク化が含まれる。世界中の建築家協会を束ね、124カ国の建築家を代

表する国際建築家連合（UIA）から、緑化屋根のノウハウを共有する地方の研究グルー

プにいたるまである。目標に掲げられた課題はグローバルであり、それらを達成するに

は、専門領域や国境を超えた協働が不可欠である。 
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事例17-1 TECHO – a youth led NPO（中米） 

 

 

取組課題 

ラテンアメリカでは、1億4百万人がスラムに住んでいる。家族は自宅を持たず、きれい

な水、電気、下水といった基本的なサービスへのアクセスもない。彼らは多くの健康問

題の原因となる、寒さ、雨、汚物、汚染に晒されている。大人の多くは失業しており、

彼らの子供達は家族を支えるために、幼年期から仕事に就かざるを得ない。 

 

事例の貢献概要 

TECHOとはラテンアメリカとカリビア諸島で活動する、青年主導のNPOである。極貧

の家族と、若いボランティア活動家との協働を通して、TECHOはスラムにおける貧困

を克服することを目指している。彼らは貧困を永久に根絶するには、社会全体が貧困を

優先事項として認識し、その克服に向けて活発に活動することが不可欠であると確信し

ている。ミッションによる関係性は、TECHOの戦略の鍵であり、投資、スポンサーシ

ップ、知見、そしてプロジェクトに投入する人的労働力をもたらす主要な国際的企業と

の組織的なパートナーシップに取り組んでいる。 

 

TECHOの追求する3つの戦略的目的 

1）スラムにける地区開発の促進：代表的かつ承認されたリーダーシップを促進する、

コミュニティを強化するプロセスを通じて、スラムに住む何千という家族の組織化と参

加を募り、彼ら自身の問題に対する答えを見いだす。 

2）社会的意識と行動の強化：その特に重要な点として、スラムに住む家族と協働し、

その一方で異なる社会的組織を巻き込む、批判的で確たる意志を持ったボランティア活

動家を養成する。 

3）政治的影響力の拡大：それによって、貧困が再生し続けず、急速に減少し始めるよ

うに必要な構造的変化を促進する。 

 

チリで着手して以来、TESHOはその活動を大幅に拡大し、15年後の今も、ラテンアメ

リカの19カ国で活動を継続してきた。 

 

出典／チーム 

TECHO is based in Miami, Florida 

and New York, NY. 
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事例17-2 気候タイル（デンマーク） 

 

 

取組課題 

水は自治体の境界や建築産業の伝統的な区分を超えて流れるため、我々が都市を計画

し建設する方法や、増大する降雨や極端な気候に適応するために協働するやり方を変

えねばならない。気候への適応は今日克服すべき大きな課題だが、それはまた、分野や

関心の的を超えた変革と共同の機会でもある。 

 

事例の貢献概要 

建築家、排水技師、技術研究者、慈善団体、コンサルタント等、専門領域を超えたパー

トナーシップと共同に基づき、高密度な都市を対象とした、新たな多様な大きさに対応

できるタイル・システムと気候対策が開発された。タイルの形状はコペンハーゲンの歩

道に見られる伝統的なタイルに似ており、既存の枠組みにフィットできる。しかし同時

に、このタイルは純粋に技術的な方法で雨水を処理し価値ある水資源とするような、一

連の付加的な性能を導入している。 

 

この気候タイルは、屋根や歩道に降る雨水をシンプルなプロセスで循環させ、その水が

植栽孔や貯留槽に直接流れるようにしている。このシステムによって、気候変動による

計画エリアに見込まれる超過降水量の30％を集水し、別の場所へ転送する。こうして、

既存の排水インフラストラクチャーの処理能力超過を防ぐ。このプロジェクトは、道路、

自転車路、道路標識、アーバン・ファーニチャー、都市広場等の相乗効果による主な包

摂的解決策と見られ、都市住人にとっての付加価値となる、都市の自然の成長や微気候

の改善に寄与する。 

 

このタイル・システムを開発するにあたり、上記のパートナーシップは不可欠であった。

そして、既存のインフラストラクチャーの一部を変革し、灌水システムやその他のニー

ズのために、より持続可能な方法で排水を処理することによって、気候変動に対する行

動として寄与している。 

 

出典／チーム 

THIRD NATURE, 

IBF and ACO Nordic, City of Copenhagen, 

Malmos A/S, Technological Institute, 

Orbicon, Kollision, Smith Innovation, Realdania, 

The Market Development Fund 
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事例17-3 Architecture without borders, Magburaka 
Education and Computer Center（シエラレオーネ） 
 

 

取組課題 

不平等に関連する世界の多くの問題は、建築環境に根ざしており、この不平等さと闘う

ためには、公正な建築設計、都市計画、建設方法を結集し、境界を超えて協働しなけれ

ばならない。それは社会的責任であり、多様な人間文化を敬い、その一方で人々の歴史

的遺産を保全することにつながる。 

 

事例の貢献概要 

国境のない建築インターナショナル（ASF-Int）は、独立したNPOのネットワークで、

脆弱なコミュニティに対して建築的サービスや研究・教育資源にアクセスできるように

することを目的としている。この組織は1979年にフランスで創立され、現在は世界中に

メンバー諸国を有している。メンバーは地域のパートナーと協働し、5大陸の各国内で

建設および計画プロジェクトを運営している。協働は組織的、政治的、実践的レベルに

及び、広範囲の専門的分野を包含している。 

 

デンマークのASFによる一例が、このシオラ・レオーネ、Magburakaの教育・コンピュ

ータセンターである。このプロジェクトの目的は、IT関連の教育を促進し、学習施設に

よって情報へのアクセスを提供することである。このセンターにはインターネット・カ

フェやコミュニティ・センターが併設され、建設期間中は地方の建設業者や職人と協働

することで、地方の労働力の能力開発を行った。ASFのメンバー以外にも、この背後の

パートナーシップにはNGO､大学、エンジニアリング企業が含まれ、いくつか組織から

公的・私的寄付を受けている。 

 

出典／チーム 

Client: React, now a part of YDC (Youth dream Centre) 

Design and construction: Architecture Without Borders Denmark, MECC-team 

Fundings: Non-profit Café Retro, 

Statens Kunstfond, Paula's Fond, Merkur Bank, 

Rambøll, private donations and fundraising by the AWB-DK-Mecc team 
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